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第１章 計画の背景と目的  

 

１－１ 背景と目的 

近年、人口減少、少子高齢化の進展等に伴って、空家等※１が全国的に年々増加してお

り、今後も拡大していくことが予測されます。このような状況の中、特に、適切な管理が

行われないまま放置されている空家等の老朽化が進行しており、部材の剥がれや雑草の繁

茂、落雪などにより、地域の暮らしや生活環境、景観など様々な面で周辺に悪影響を及ぼ

していることが大きな課題となっています。 

 

このような空家等に関連する問題の解消に向けて、「空家等対策の推進に関する特別措

置法（以下、「空家法」という。）」が平成 26 年 11 月 27 日に公布、平成 27 年 2 月 26

日に一部施行、同年 5 月 26 日に全面施行され、空家等対策に対する基本方針が国から示

されました。また、特定空家等※2 については、市町村長がその所有者に対して講ずること

ができる措置が規定され、その参考として「空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実

施するための基本的な指針」や、周辺環境に悪影響をもたらす特定空家等を対象とした

「『特定空家等に対する措置』に関する適切な実施を図るために必要な指針（ガイドライ

ン）」が国から示されました。 

空家法では、「空家等対策計画の作成及びこれに基づく空家等に関する対策の実施及び

その他の空家等に関する必要な措置を適切に講ずるよう努める」ことが市町村の責務とさ

れています。 

これらの経緯を踏まえ、本町では、空家等解消に向けた取り組みを総合的かつ計画的に

実施することにより、安心・安全に暮らせる生活環境を確保することを目的として、空家

法第 6 条第 1 項に基づき、「金ケ崎町空家等対策計画（以下、「本計画」という。）」を平成

30 年 3 月に策定し、空家等問題の解消に向けた 4 つの基本方針を掲げ、これまで各種施

策に取り組んできました。また、空家等の適正な管理及び活用の総合的な対策を推進し、

良好な生活環境の保全及び安全で安心して暮らせる社会を実現することを目的とし、「金

ケ崎町空家等の適正管理に関する条例（以下、「条例」という。）」を制定し、令和 2 年 4

月 1 日より施行しました。 

このような取り組みによって着実に一定の成果を挙げている一方、今後も人口減少や少

子高齢化が進行し、空家等がますます増えていくことが懸念されることからこれまでの対

策を強化・拡充しながら、引き続き、空家等対策を総合的に推進していく必要がありま

す。 
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用語の説明 

※１ 空家等 

空家法第 2 条第 1 項で規定する「空家等」とは、建築物又はこれに附属する工作物であ

って居住その他の使用がなされていないことが常態であるもの及びその敷地（立木その他

の土地に定着する物を含む。）を指します。ただし、国又は地方公共団体が所有し、又は

管理するものは除きます。 

 

ここで、使用がなされていないことが常態であるものとは、概ね年間を通して建築物の

使用実績がない状況を示しています。 

 

※２ 特定空家等 

空家法第 2 条第 2 項で規定する「特定空家等」とは、以下のいずれかの状態にある空

家等を指します。（将来、このような状態になることが予見される場合を含む） 

①  そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態 

例）建築物が著しく傾いている 

基礎や土台に大きな変形や破損がみられる 

屋根や外壁などが脱落又は飛散等するおそれがある 

擁壁が老朽化し、危険となるおそれがある  

②  そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態 

例）ごみの放置や不法投棄による臭気の発生や多数のねずみ、は

え、蚊等が発生している                                     

③  適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なってい

る状態 

例）屋根、外壁等が外見上大きく傷んだり汚れたまま放置されて

いる、立木等が建築物の全面を覆う程度まで繁茂している                                     

④  その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切

である状態 

例）立木の枝等が近隣の道路等にはみ出し、通行を妨げている 

住みついた動物などが原因で地域住民の日常生活に支障を及

ぼしている 
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第十一次金ケ崎町総合発展計画 

《令和 3 年度～令和 12 年度》 

・空家等対策の推進に関する特別措置法 

・空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施するための基本的な指針 

金ケ崎町空家等対策計画 

《令和 3 年度～令和８年度》 

（空家法第 6 条第 1 項） 

第 2 期まち・ひと・しごと創生総

合戦略 

             など 

金ケ崎町 

空家等調査結果、所有者意向調査結果 金ケ崎町空家等の適正管理に

関する条例 

《令和 2 年 4 月 1 日施行》 

１－２ 計画の位置づけ 

本計画は、空家法第 6 条第 1 項に定める計画であり、本町の空家等対策を総合的かつ計

画的に実施するために策定するものです。なお、本計画は、本町の最上位計画である「第

十一次金ケ崎町総合発展計画」や「第 2 期金ケ崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略」な

どとの整合・連携させた計画とします。（図 1-１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-１ 計画の位置づけ 

 

【金ケ崎町の最上位計画】 
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第２章 本町の空家等を取り巻く

状況及び課題  

 

２－１ 空家等の実態 

(1) 空家等を取り巻く社会的な背景 

① 人口の推移 

国勢調査によると、本町の総人口は平成 17 年までは増加の傾向を示していましたが、

平成 22 年以降は減少傾向に転じています。平成 17 年から令和 2 年までの 15 年間で総

人口を比較すると 861 人（▲5.3％）の減少となっており、今後も減少傾向が続くことが

予想されます。 

 

年齢 3 区分別の人口をみると、年少人口（0～14 歳）及び生産年齢人口（15～64

歳）の割合は減少する一方で、年々、老年人口（65 歳以上）の割合が増加しています。

また、高齢化率も年々上昇しており、令和 2 年には 30.7％となり、65 歳以上の高齢者

が全体の 3 割以上となりました。（表 2-1、図 2-1 参照） 

 

表 2-1 総人口及び年齢 3 区分別人口構成比 

 

※構成比については、四捨五入の関係で 100％にならない場合がある 

（出典：国勢調査各年） 

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

0～14歳 2,455 2,281 2,138 2,030 1,832

（年少） 15.0% 13.9% 13.1% 11.0% 11.0%

15～64歳 10,302 10,026 9,907 9,362 8,824

（生産年齢） 62.9% 61.1% 60.7% 58.9% 56.8%

65歳以上 3,619 4,082 4,245 4,500 4,765

（老年） 22.1% 22.8% 26.0% 28.3% 30.7%

7 7 35 3 114

0.1% 0.0% 0.2% 0.0% 0.7%

総人口 16,383 16,396 16,325 15,895 15,535

金　ケ　崎　町

年齢不詳

（上段：人）
（下段：％）
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（出典：国勢調査各年） 

 

図 2-1 総人口及び年齢 3 区分別人口構成比 
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② 世帯の推移 

本町の一般世帯※３数は、一貫して増加傾向で推移しています。また、1 世帯あたりの人

員は、一貫して減少傾向で推移しており、令和 2 年には 2.55 人となっています。世帯人

員の減少に対して世帯数が増加していることから、核家族化や単独世帯化が進み、世帯規

模が縮小していることがうかがえます。世帯規模の縮小や高齢化に伴い、今後、空家等の

増加が深刻化することが予想されます。（表 2-２、図 2-２参照） 

 

表 2-２ 世帯数及び 1 世帯あたりの人員 

 

（出典：国勢調査各年） 

 
（出典：国勢調査各年） 

図 2-２ 世帯数及び 1 世帯あたりの人員 

用語の説明 

※３ 一般世帯 

（１）住居と生計を共にしている人々の集まり又は一戸を構えて住んでいる単身者 

（２）上記の世帯と住居を共にし、別に生計を維持している間借りの単身者又は下宿屋

などに下宿している単身者 

（３）会社・団体・商店・官公庁などの寄宿舎、独身寮などに居住している単身者 

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

一般世帯数（世帯） 4,921 5,228 5,398 5,536 5,895

１世帯当たりの人員（人） 3.26 3.06 2.95 2.79 2.55

金ケ崎町
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③ 65 歳以上の高齢者世帯の推移 

65 歳以上の高齢者がいる世帯数は一貫して増加傾向で推移しています。また、高齢者

の単独世帯や、高齢者夫婦のみで暮らしている世帯についても同様に増加傾向となってお

り、高齢者世帯に占める高齢者単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯の増加割合が年々大きく

なっています。令和 2 年には、65 歳以上の高齢者がいる世帯のうち高齢者だけで暮らし

ている世帯は約 4 割を占めています。 

 

子どもが結婚や進学、就職などを契機に独立し、世帯から離れると、老夫婦の世帯や高

齢者の単独世帯などの高齢者だけの世帯が増加します。こういった高齢者のみで暮らす世

帯が多くなれば、居住者の死亡や施設への入所などに伴い、今まで住んでいた住居が空家

等となる可能性が高くなります。また、所有者が高齢化すると、体力的、精神的、金銭的

な負担感から空家等となった後の適正管理や利活用、解体などの対応が困難な状況になり

やすく、維持管理が十分に行き届かない空家等の増加が懸念されます。 

 

表 2-３ 65 歳以上の高齢者世帯の推移 

 
※割合については、四捨五入の関係で 100％にならない場合がある 

（出典：国勢調査各年） 

 

 

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

一般世帯数 4,921 5,228 5,398 5,536 5,895

65歳以上の高齢者がいる世帯 2,380 2,581 2,688 2,773 2,850

48.4% 49.4% 49.8% 50.1% 48.3%

単独世帯 204 278 359 415 529

（高齢者世帯に占める割合） 8.6% 10.8% 13.4% 15.0% 18.6%

高齢夫婦のみ世帯 236 314 360 425 531

（高齢者世帯に占める割合） 9.9% 12.2% 13.4% 15.3% 18.6%

その他の高齢者世帯 1,940 1,989 1,969 1,933 1,790

（高齢者世帯に占める割合） 81.5% 77.1% 73.3% 69.7% 62.8%

金　ケ　崎　町

（一般世帯に占める割合）

（上段：世帯）
（下段：％）
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（出典：国勢調査各年） 

図 2-３ 65 歳以上の高齢者世帯の推移 

 

④ 全国および県内の主な市町との空家率の比較 

平成 30 年住宅・土地統計調査によると、本町の空家率は 7.9％となっています。全国

の空家率 5.6％を大きく上回っており、岩手県の空家率 8.7%を下回る水準となっていま

す。県内の主な市町と比較すると、奥州市や雫石町よりやや低い程度の空家率となってい

ます。（図 2-4 参照） 

 

※グラフ中の空家率は統計データに基づき算出したもの 

（出典：平成 30 年住宅・土地統計調査） 

図 2-4 全国および県内の主な市町との空家率の比較  
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(2) 空家等の現状 

令和 3 年度に実施した空家等実態調査の概要及び調査結果は次のとおりです。 

① 調査の概要 

(ア) 調査範囲 

町内全域 

(イ) 調査方法 

外観目視による建物の調査、写真撮影、位置の記録 

(ウ) 主な調査内容 

空家等実態調査の主な調査内容です。（表 2-4 参照） 

 

表 2-4 空家等実態調査の主な調査内容 

【主な調査内容】 

調 査 項 目 主 な 調 査 内 容  

建物や所有者に関す

る基本情報 

基本情報（建物の所在地や所有者、構造、築年数など） 

⇒固定資産課税台帳により確認 

所 見 特定空家等と考えられる状況について整理 

利 活 用 可 能 性 主に屋根や外壁等の損傷・破損状況等から利活用の可能性を判定 

調 査 状 況 
外観目視調査により得られた家屋の状態や近隣の状況、近隣住民

から得られた情報などについて整理 

危 険 度 主に屋根や外壁等の損傷・破損状況等から危険度を判定 

緊 急 度 
主に家屋の状態や周囲の状況などを踏まえ、対策の緊急性につい

て判定 

周囲に対する影響度判定 
部材の飛散や家屋の倒壊などが生じた際に、近隣住民や車・歩行

者に影響があるかを確認 

特 定 空 家 等 可 能 性判定 
部材の飛散や雑草繁茂、悪臭、窓ガラスの割れ、不審者や動物な

どにより、近隣に迷惑がかかっていないかを確認 

建 物 の 破 損 状 況 屋根、外壁、窓、進入防止措置、設備等の状態について確認 

景観・衛生上の状況 
敷地内の害虫・害獣の有無、雑草等の繁茂状況、悪臭の有無につ

いて確認 

防犯、防災上の状況 施錠の有無、可燃物の放置状況、侵入者の目撃情報について確認 

周 辺 の 状 況 
周辺へのリスクを把握するため、学校や保育所、通学路、道路、

鉄道などの空家等の周辺環境について確認 

建 物 の 不 良 度 判 定 
建物の構造の腐朽又は破損の程度（基礎、土台、はり、外壁、屋

根など）などの状態に応じて、点数化して定量的に評価 
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② 調査結果 

(ア) 空家等の集計結果及び分布状況 

空家等実態調査の結果、本町の空家等は 280 件となり、前回の平成 27 年度の調査か

ら 88 件増加しています。町内の空家等について、地区別の集計結果及び分布図を示しま

す。（図 2-5、図 2-6 参照） 

 

地区別の集計結果をみると、空家等は街地区で 90 件と最も多く、次いで北部地区・永

岡地区でともに 54 件、西部地区で 38 件の順で多くなっています。           

（件） 

 

図 2-5 空家等の状況（地区別） 

 

空家等の分布をみると、県道 37 号花巻平泉線、196 号胆沢金ケ崎線、270 号西根佐

倉河線、県道 302 号前沢北上線の沿線などを中心として町内全域に広く分布しており、

特に役場周辺や金ケ崎駅周辺などの市街部に空家等が集中している状況です。

18
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図 2-6 空家等の分布（地区別） 

  

¯

" 空家等
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(イ) 空家等の利活用可能性に関する集計結果及び分布状況 

町内の空家等 280 件について、建物の修繕規模に着目し、空家等の今後の利活用可能

性について判断しました。結果は次の通りです。 

 

項 目 平成 27 年度 令和３年度 

利活用可能 33 件（約 17.2％） 87 件（約 31.1％） 

簡易な修繕で利活用可能 55 件（約 28.6％） 75 件（約 26.8％） 

大規模な修繕が必要である 69 件（約 35.9％） 72 件（約 25.7％） 

利活用不可能 35 件（約 18.2％） 41 件（約 14.6％） 

判定不能 0 件 5 件（約 1.8%） 

 

この結果、今後の利活用が可能と考えられる空家等は、あわせて 162 件（約 57.9％）

となり、前回の平成 27 年度の調査から 74 件増加しています。次に、地区別の集計結果

及び分布図を示します。（図 2-7、図 2-8 参照） 

 

地区別の集計結果をみると、利活用の可能性の高い空家等は、街地区、北部地区、永岡

地区の順で多い状況です。特に街地区や北部地区には、修繕しなくても居住可能と考えら

れる状態の良い空家等が多いことがわかります。 

（件） 

 

図 2-7 空家等の利活用可能性（地区別） 
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図 2-8 空家等の利活用可能性分布（地区別） 
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(ウ) 危険な空家等に関する集計結果及び分布状況 

町内の空家等 280 件について、建物の不良度に着目し、空家等の老朽化の状態につい

て判断しました。なお、不良度の判定にあたっては、「外観目視による不良度判定の手引

き（案）（平成 23 年 12 月国土交通省住宅局）」を参考としています。この結果、危険な

空家等は、48 件（約 17.1％）となり、前回の平成 27 年度の調査から 4 件増加してい

ます。約 2 割の空家等は、建物の構造又は設備の状態が著しく不良であるという結果とな

りました。 

 

項 目 平成 27 年度 令和３年度 

70 点未満 124 件（約 64.6％） 195 件（約 69.6％） 

70 点以上 100 点未満 24 件（約 12.5％） 32 件（約 11.4％） 

100 点以上（不良住宅） 44 件（約 22.9％） 48 件（約 17.1％） 

判定不能 0 件 5 件（約 1.9%） 

 

地区別の集計結果及び分布図を示します。（図 2-9、図 2-10 参照） 

 

地区別の集計結果をみると、永岡地区、街地区、西部地区の順で不良度が 100 点を超

えている空家等が多くなっています。 

（件） 

 

図 2-9 危険な空家等（地区別） 
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図 2-10 危険な空家等の分布（地区別） 
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(エ) 特定空家等に該当すると考えられる空家等の集計結果及び分布状況 

町内の空家等 280 件について、外観目視や近隣からの聞き取りなどにより、特定空家

等に該当する可能性の高い空家等について判断しました。なお、特定空家等の判定にあた

っては、「『特定空家等に対する措置』に関する適切な実施を図るために必要な指針（ガイ

ドライン）」を参考に実施しました。その結果は次の通りです。 

 

項 目 平成 27 年度 令和３年度 

特定空家等に該当しない 136 件（約 70.8％） 192 件（約 68.6％） 

特定空家等に該当すると考

えられる 
56 件（約 29.2％） 88 件（約 31.4％） 

 

この結果、特定空家等に該当すると考えられる空家等は、88 件（約 31.4％）となり、

前回の平成 27 年度の調査から 32 件増加しています。 

 

次に、地区別の集計結果及び分布図を示します。（図 2-11、図 2-12 参照） 

地区別の集計結果をみると、街地区、北部地区、永岡地区の順で特定空家等に該当する

と考えられる空家等が多くなっています。市街部の街地区は、人口、住宅が密集している

地域であることから、こうした問題のある空家等が近隣へ及ぼす影響が大きく、危険性が

高いといえます。雪の影響で半壊状態となっているものや、屋根の軒が著しく垂れ下がっ

ているものなど、管理が行き届いていないことにより周囲に著しい影響を及ぼしている空

家等に対しては、特定空家等として認定し、問題の早期改善に向けて措置を講ずる必要が

あります。 

 （件）

 
図 2-11 特定空家等に該当すると考えられる空家等（地区別）
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図 2-12 特定空家等に該当すると考えられる空家等の分布（地区別） 
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(3) 所有者の状況及び意向 

本町では、令和 3 年度に空家等の所有者等を対象として郵送方式によるアンケート調査

を実施し、今後の利用予定や空き家バンクの利用希望などについて把握しました。 

 

① 調査の概要 

(ア) 調査対象 

空家等実態調査の結果、「空家候補」と判定された建物について、固定資産課税台帳

により特定できた空家等の所有者等 

 

(イ) 調査方法 

郵送方式 

 

(ウ) 調査範囲 

町内全域 

 

(エ) 回収結果 

配布数 282 通 

回収数 154 通 

回収率 54.6％ 

  ※宛先不明で返送されたものは 24 通  
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② 調査結果 

所有者意向調査の主な結果は次のとおりです。 

A) 空家等の管理状況 

  

  

空家等の管理状況についてみると、「半年に 1～3 回程度」が 29.8％と最も多く、約

3 割が半年に一度は空家等を管理していることがわかります。一方、「年に 0 回」及び

「年に 1 回程度」がそれぞれ 14.9％となっており、全体として管理はしているもの

の、管理頻度は低い傾向にあります。（図 2-13 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-13 空家等の管理状況 

空家等の管理状況は「半年に 1～3 回程度」が約 3 割、「年に 1 回以下」が約 3 割 

年に0回

14.9%

年に1回程度

14.9%

半年に1～3回程度

29.8%

月に1回程度

11.6%

月に2回以上
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週に3回以上
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その他

5.8%

無回答
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B) 空家等の利用予定 

 

 

 

空家等の利用予定の有無についてみると、「ない（ほとんどない）」が 71.1%となっ

ており、約 7 割が今後の空家等の明確な利用予定はないと回答しています。（図 2-14

参照） 

  

空家等の利用予定は「ない（ほとんどない）」が約 7 割 

図 2-14 空家等の利用予定 
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C) 空家等の今後の予定 

  

  

 

 

空家等の今後の予定として最も多かったのは、「解体したいが費用がかかるため解体

できない」が 28.9％、次いで「売却もしくは譲渡したい（まだ目処がついていない）」

が 25.6%でした。空家等を解体したくても所有者等の経済的な事情によりできない状

況や、売却または譲渡したいという意思は持っているけれども目処がたっていない状況

がみられます。（図 2-15 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-15 空家等の今後の予定 

空家等の今後の予定は「解体したいが費用がかかるため解体できない」及び

「売却もしくは譲渡したい（まだ目処がついていない）」が約 3 割 
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25.6%

相続等の整理ができて

いないため、手がつけ

られない状態である

5.8%

手放す予定はない

7.4%

その他

5.0%

無回答

19.8%



第２章 本町の空家等の実態 

22 

D) 空き家バンクを知っているか 

  

  

 

空き家バンクについて、「知っている」が 29.8%となり、約 3 割が空き家バンクを知

っていると回答しました。一方、「知らない」は 37.2%となっており、空き家バンクが

十分に認知されていないことがわかります。（図 2-16 参照） 

 

  

空き家バンクを「知っている」は約 3 割、「知らない」は約 4 割 

はい

29.8%

いいえ

37.2%

無回答

33.1%

図 2-16 空き家バンクを知っているか 
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E) 空き家バンクの利用希望 

  

  

 

 

空き家バンクの利用希望について、「希望する」が 33.1％、「希望しない」が 28.9％

でした。「希望しない」理由をみると、老朽化がひどく、建物の内部も含めて居住できる

状態ではない、といった回答が多くみられました。（図 2-17 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-17 空き家バンクの利用希望 

空き家バンクの利用を「希望する」「希望しない」ともに約 3 割 

老朽化が著しく、利活用できなくなっているものが多い 

希望する

33.1%

希望しない

28.9%

無回答

38.0%
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F) 補助金制度（空き家除却補助金、空き家利活用事業補助金）を知っているか 

  

  

 

町が運用している空家等に関する補助金制度について、「知っている」が 25.6%とな

りました。これに対し、「知らない」が 49.6%となっており、補助金制度が十分に認知

されていないことがわかります。（図 2-18 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補助金制度を「知っている」は約 3 割、「知らない」は約 5 割 

はい

25.6%

いいえ

49.6%

無回答

24.8%

図 2-18 補助金制度を知っているか 
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G) 補助金制度（空き家除却補助金、空き家利活用事業補助金）の利用希望 

  

  

 

空家等に関する補助金制度の利用希望についてみると、「希望する」が 48.8%とな

り、約 5 割が補助金制度の利用を希望すると回答しました。一方、「希望しない」が

19.8%となっており、その理由には「よくわからない」、「制度を利用しても資金がな

い」といった回答がみられます。（図 2-19 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補助金制度の利用を「希望する」は約 5 割、「希望しない」は約 2 割 

図 2-19 補助金制度の利用希望 
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(4) 空家等に対する相談・苦情の状況 

 空家等に関する相談等の問い合わせ件数は年々増加傾向にあります。なかでも、苦情に

関する問い合わせが比較的多くなっている状況です。 

 

表 2-5 空家等に関する相談・苦情の対応件数 

 

※令和 3 年 12 月時点 

 

(5) 空き家バンクの状況 

 本町では、空家等の有効活用を通して金ケ崎町への移住・定住の促進及び地域の活性化

を図るため、空き家バンクを設置し、空家等の活用に向けて取り組んでいます。 

 しかしながら、空き家バンクの登録件数、成立件数ともに少なく、サービスが十分に認

知・活用されていない状況です。 

 

表 2-6 空き家バンクの登録件数・成立件数 

 

※令和 3 年 12 月時点 

  

移住・定住関係（件） 管理について（件） 活用について（件） 除却について（件） 相続について（件） 苦情（件） その他（件） 合計（件）

H29 0 1 0 0 0 4 0 5

H30 0 0 0 0 0 6 0 6

R01 0 0 2 0 0 3 0 5

R02 0 4 1 0 1 19 3 28

R03 0 0 0 4 0 10 0 14

登録件数（件） 成立件数（件）

H21 8 0

H22 0 2

H23 4 1

H24 0 1

H25 2 0

H26 5 0

H27 6 0

H28 4 0

H29 7 1

H30 3 2

R01 0 0

R02 1 1

R03 3 1
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(6) 空家等に関する補助金の交付状況 

① 空き家利活用事業補助金 

本町では空家等の活用を促進するため、一定の条件を満たした空家等について、住宅ま

たは地域交流の活性化等の拠点として活用するために必要となる改修費の一部を補助する

空き家利活用事業補助金制度を令和 2 年度より運用しています。 

これまで、住宅としての活用に対し 4 件、交流施設としての活用に対し 2 件の交付実績

があります。 

 

表 2-7 空き家利活用事業補助金の交付件数 

 

※令和 3 年 12 月時点 

 

 

② 空き家除却補助金 

本町では町民の財産の保護及び生活環境の保全を図るため、一定の条件を満たした空家

等について、国土交通省の空き家対策総合支援事業を活用した空き家除却補助金制度を令

和 2 年度より運用しています。 

これまで、合計 13 件の交付実績があります。 

 

表 2-8 空き家除却補助金の交付件数 

 

※令和 3 年 12 月時点 

 

  

住宅 交流施設

R02 2 2 4

R03 2 0 2

交付件数（件）
合計（件）

交付件数（件）

R02 5

R03 8
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③ 金ケ崎町空き家住宅活用事業補助金 

本町では、空家等の有効活用及び移住定住促進による人口増加を図るため、町内の空家

等の改修を行う場合の経費の一部に対し、補助金を交付する金ケ崎町空き家住宅活用事業

補助金制度を平成 23 年度より運用しています。（平成 31 年度 4 月 1 日に全面改正） 

これまで、合計 7 件の交付実績があります。 

 

表 2-９ 金ケ崎町空き家住宅活用事業補助金の交付件数 

 

※令和 3 年 12 月時点 

  

交付件数（件）

H23 0

H24 1

H25 0

H26 0

H27 3

H28 1

H29 0

H30 2

R01 0

R02 0

R03 0
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④ 金ケ崎町空き店舗活用補助金 

本町では、空き店舗の利用を通じてまちのにぎわいを創出し、地域経済の発展を促進す

るため、一定の条件を満たした上で空き店舗を賃借し事業を始める方に対して補助金を交

付し、意欲のある起業者や創業者を支援しています。 

運用開始から 2 年間で 4 件交付しましたが、その後は 5 年間で 1 件と、近年は交付件

数が少ない状況となっています。 

 

表 2-10 金ケ崎町空き店舗活用補助金の交付件数 

 

※令和 3 年 12 月時点 

 

(7) 特定空家等の認定状況 

空家等実態調査の結果、特定空家等に該当する可能性があると考えられる空家等につい

ては、所有者等の対応状況や近隣住民からの苦情の有無、周辺への悪影響の度合い、危険

度の切迫性などを勘案し、金ケ崎町空家等対策協議会で総合的に審議した上で、最終的に

町長が認定することとします。 

特定空家等に認定された空家等については、空家法に基づき、管理不全な状態の改善を

図るために必要な措置をとるよう空家等の所有者等に対して「助言・指導」「勧告」「命

令」「代執行」等の行政措置を行い、問題の早期解決に努めます。 

令和 3 年 12 月まで、町内に特定空家等に認定された空家等はありません。 

交付件数（件）

H26 1

H27 3

H28 0

H29 0

H30 0

R01 1

R02 0
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２－２ 空家等対策を進める上での現状及び課題 

本町の空家等の現状を分析すると、次のような課題が挙げられます。 

現状及び課題１ 高齢化の進行等に伴う空家等の増加 

住んでいた人の死亡や長期入院・入所などが空家等となる主な契機となっています。本

町においても、人口減少や高齢化の進行に伴い、高齢者が総人口の約 3 割を占めており、

特に、世帯規模が縮小し、65 歳以上の高齢者だけで暮らしている世帯（単独世帯、高齢

者夫婦のみの世帯）が増加していることなどから、単に空家等が増加するだけでなく、相

続が行われずに放置される空家等が増加することが懸念されます。こうした状況を踏ま

え、空家等の発生を予防するための対策の強化や、相続登記の促進について働きかけてい

く必要があります。 

現状及び課題２ 利活用に向けた課題 

空家等実態調査の結果、建物の状態が良好で利活用の可能性が高いと判断された空家等

は約 6 割となっており、街地区など一定の需要が期待される地域に比較的まとまって分布

しています。また、約 5 割の方が空き家バンクを通じた空家等の利活用を希望していま

す。一方で、こうした空家等の多くは市場に流通していない状況であることから、賃貸又

は売却意向のある所有者等に働きかけ、空き家バンクなどを活用し、空家等の流通を促進

するための対策について検討する必要があります。 

現状及び課題３ 適切な維持管理に向けた課題 

空家等を管理していると回答した方は約 8 割と大半を占めていますが、このうち月 1

回以上管理している方は約 3 割にとどまっており、定期的な維持管理が行われていない空

家等も多くみられます。空家等が適正に維持管理されない主な理由としては、管理意識が

希薄であることや、所有者等の高年齢化、遠方居住などが考えられます。 

こうした状況を踏まえ、空家等をより良い状態で維持していくための対策について検討

する必要があります。 

現状及び課題４ 老朽化した空家等の増加 

建物の老朽化が著しく危険性が高いと判断された空家等が約 2 割みられます。また、今

後空家等を利活用する意向がない方は約 2 割となっており、その理由として「空家等の老

朽化が著しく、活用が難しい」といった回答が多くみられました。解体して更地にしたく

ても解体費用を捻出できないといった所有者側の事情もあります。 

こうした状況を踏まえ、老朽化した危険空家等の解消に向けた対策について検討する必

要があります。
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第３章 空家等対策に対する基本的な考え方  

 

３－１ 対象とする地区 

令和 3 年度に実施した空家等実態調査の結果をみると、町内の空家等は町域全域に広く

分布しており、空家等対策を総合的に実施する観点から、本計画における空家等対策を実

施する地域は「町内全域」とします。 

 

３－２ 対象とする空家等 

本計画の対象とする空家等は、空家法第 2 条第 1 項に規定される「空家等」とします。 

また、地域の安全と快適な生活環境を早期に確保する必要があることから、空家等のう

ち、同法同条第２項に規定される「特定空家等」に認定された空家等については危険度や

緊急度、地域の要望などを判断し、優先的に対策に取り組むこととします。 

 

３－３ 計画期間 

「第十一次金ケ崎町総合発展計画」は、令和 3 年度から令和 7 年度を基本計画の期間と

しています。また、総務省が 5 年ごとに実施する「住宅・土地統計調査」は、令和 5 年に

調査が予定されています。本計画の見直しの際、総合発展計画との整合を図るとともに、

統計調査結果を活用するため、本計画の計画期間は、令和 4 年度から令和 8 年度までの 5

年間とします。 

ただし、社会・経済情勢等の変化により、計画見直しの必要性が高まった場合は、必要

に応じ、適宜見直しを行うこととします。 

 

 

  

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

第十一次金ケ崎町総合発展計画

空　家　等　対　策　計　画

住 宅   ・   土 地 統 計 調 査 調査 公表 調査 公表

基本構想 R3～R12年度（10年間）

5年間

見直し

基本計画 R3～R7年度（5年間）

 

第 3 章 
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３－４ 空家等対策に関する基本的な方針 

空家等の増加は住環境の悪化や観光業へ悪影響等を招くおそれがあります。安全・安心

な住環境を未来に継承するためには、所有者等、地域、町、専門家・事業者等の関係団体

等が協働して取り組むことが重要です。それぞれが役割に応じて相互に連携、協力しなが

ら、４つの基本方針を軸として、総合的な空家等対策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 
基本方針１ 空家等の発生抑制  

居住 

 

空家化 

 

管理不全 

 

危険空家 

将来的な空家等の増加が見込まれる中、新たな空家等の発

生を防ぐことも必要であることから、空家等となる前から所

有者等に対し、管理者としての意識を高めるための意識啓発

や相続登記の必要性などの各種情報提供などを通して、新た

な空家等の発生予防に向けた対策に取り組みます。 

 
基本方針２ 空家等の利活用促進 

空家等の期間が長期化すると、建物の破損や老朽化が進行

し、売却や賃貸等が困難となることから、利活用に役立つ情

報提供や空き家バンクの登録に向けた働きかけなどを積極的

に行い、空家化した早期段階での利活用に向けた対策に取り

組みます。 

 
基本方針３ 空家等の適正管理の促進 

空家等は、本来は空家等の所有者等の責務により適正に管

理される必要があることから、適切な管理に向けた情報提供

や啓発を行います。また、高齢の所有者等や遠隔地に居住し

ている所有者などについては、管理代行などの取組みを強化

し、問題の解決に向けた対策に取り組みます。 

 
基本方針４ 危険な空家等の抑制・解消 

地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしている空家等に

対しては、空家法に基づく措置など法的根拠に基づいた実効

性のある対応を図り、安全・安心な生活環境の保全のため、

危険な空家等の抑制・解消に向けて取り組みます。 
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３－５ 空家等対策実施に関する各主体の役割と責務 

空家等対策の実施にあたっては、対策の実施主体である所有者等、町民等及び町の役割

を明確にし、各主体が求められる役割を果たし、協働して問題解決に取り組むことが重要

です。 

 

(1) 所有者等の役割 

住宅の所有者等は、自らが所有する住宅について日頃から適正に管理するとともに、将

来的に空家等の所有者等となる場合には、空家等の管理予定者を町に連絡するなどし、管

理不全な空家等の発生予防に努めるものとします。 

空家等の所有者等は、空家等が管理不全な状態等となり、周辺の生活環境に悪影響を及

ぼさないよう、自らの責任及び負担において常に適切な空家等の管理に努めるとともに、

空家等の適切な管理や有効活用に関する町や町民等の取り組みに協力するものとします。

また、自らが空家等の所有者となった際には、速やかに相続登記を行うこととします。 

 

(2) 町民等の役割 

地域や町民同士が連携し、空家等の有効活用や適正管理に関する取り組みの実施に協力

するものとします。町民等は、地域に管理不全な空家等を発見した場合には、町にその情

報を提供することにより、空家等の早期発見に協力するものとします。 

 

(3) 町の役割 

町民等や所有者等から寄せられる様々な情報や相談等に対する総合的な窓口としての役

割を担うとともに、まちづくりの観点から空家等の対策に取り組みます。 

町は、各主体が空家等の適正管理および利活用に向けた取り組みを実施するために必要

となる空家等の現状把握、各種施策の実施、情報提供、支援に努めるものとします。 
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３－６ 空家等に関する相談 及び対策の実施体制 

(1) 金ケ崎町空家等対策協議会 

町が実施する空家等に関する施策について必要な事項を協議するため、金ケ崎町空家等

対策協議会を設置しました。本協議会は、専門性、公平性を高めるため、法務、不動産、

建築、地域住民など、幅広い分野からの委員で構成されています。協議会の役割として

は、本計画の作成及び変更並びに実施に関する協議を行うほか、その他空家等対策に必要

と認められる事項について協議を行います。 

 

(2) 庁内の実施・相談体制 

空家等になる要因は、所有者等の状況により様々なケースが考えられます。また、所有

者等だけでは解決できない課題も多くなってきています。空家等の課題は、所有者等だけ

ではなく、地域のまちづくり上の課題でもあるため、空家等の課題解決に向けて、庁内の

関係する各課が分野横断的に連携して取り組む必要があります。 

今後、本町における空家等の数はますます増加していくことが予想されていることか

ら、空家等の所有者等や町民などから寄せられた様々な通報や相談に迅速に対応するた

め、空家等に関する相談窓口を設置します。相談窓口で受けた相談・問合せは、関係する

部署で共有し、連携・協力して対応します。（表 3-2 参照） 

 

表 3-2 庁内の実施・相談体制 

 課 名 相 談 及 び 対 応 の 内 容 

商工観光課 

・空家等全般に関する総合相談窓口 

・空家等に関すること（建物の老朽や腐朽等） 

・空家等対策計画の作成、変更に関すること 

・空家等対策協議会に関すること 

・空家等の敷地における雑草や樹木の繁茂に関すること 

・空き家バンクに関すること 

・空家等を活用した定住・移住に関すること 

税 務 課 ・固定資産税に関すること 

保健福祉センター ・成年後見人制度に関すること 

生 活 環 境 課 

・火災に関すること 

・ゴミに関すること 

・害虫に関すること 

農 林 課 ・害獣に関すること 

都 市 建 設 課 
・道路の安全に関すること（枝の張り出しによる通行の妨げ、部材

飛散等による危険性など） 

上 下 水 道 課 ・上下水道使用状況に関すること 

教育委員会事務局 
・重要伝統的建造物群保存地区内の空家の相談・対応に関するこ

と 

令和４年 4 月現在 
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(3) 各種関係団体との連携体制 

所有者等の様々な分野の相談に対応するため、法務、不動産及びその他の関係団体等と

連携し、幅広く空家等の対策促進を行います。 

 

(4) 空家等の対策に向けた実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 4 月現在 

 

図 3-1 空家等の対策に向けた実施体制  

地 域 住 民 

所 有 者 等 

相 

談 

・空家法に基づく措置 

・情報提供 

・空き家バンクによる

利活用支援 など 

アドバイス

サ ポ ー ト 

各 種 専 門 ・ 関 係 団 体 

相 談 

空家等対策協議会 都市建設課 

協

議 

生活環境課 

空家等相談窓口 

 

農林課 

行政区長 

活

動

支

援 

情

報

提

供 

税務課 

保健福祉センター 

上下水道課 

教育委員会事務局 
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３－７ 空家等に関する調査について 

(1) 継続的な空家等情報の把握 

令和３年度に町内全域を対象とする実態調査を実施しました。空家等は更に発生する見

込みであることから、今後も日常的な調査を実施し、空家等に関する情報を継続的に把握

することとします。 

 

日 常 的 な 調 査  
・区長や町民等からの通報等に基づく空家等情報の収集 

・関係各課で把握した空家等の情報に基づく空家等情報の収集 

 

(2) 主な調査内容 

① 空家等実態調査 

前項により把握した空家等情報に基づき、職員（又は委託業者）が外観目視による

現地調査等を実施します。 

 

主な調査内容は次のとおりです。 

 

【主な調査内容】（表 2-4 再掲） 

調 査 項 目 主 な 調 査 内 容  

建物や所有者に関す

る基本情報 

基本情報（建物の所在地や所有者、構造、築年数など） 

⇒固定資産課税台帳、登記簿、住民票等により確認 

所 見 特定空家等と考えられる状況について整理 

利 活 用 可 能 性 
主に屋根や外壁等の損傷・破損状況等から利活用の可能性

を判定 

調 査 状 況 
外観目視調査により得られた家屋の状態や近隣の状況、近

隣住民から得られた情報などについて整理 

危 険 度 主に屋根や外壁等の損傷・破損状況等から危険度を判定 

緊 急 度 
主に家屋の状態や周囲の状況などを踏まえ、対策の緊急性

について判定 

周囲に対する影響度判定 
部材の飛散や家屋の倒壊などが生じた際に、近隣住民や

車・歩行者に影響があるかを確認 

特 定 空 家 等 可 能 性判定 
部材の飛散や雑草繁茂、悪臭、窓ガラスの割れ、不審者や

動物などにより、近隣に迷惑がかかっていないかを確認 

建 物 の 破 損 状 況 
屋根、外壁、窓、進入防止措置、設備等の状態について確

認 
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調 査 項 目 主 な 調 査 内 容 

景観・衛生上の状況 
敷地内の害虫・害獣の有無、雑草等の繁茂状況、悪臭の有

無について確認 

防犯、防災上の状況 
施錠の有無、可燃物の放置状況、侵入者の目撃情報につい

て確認 

周 辺 の 状 況 
周辺へのリスクを把握するため、学校や保育所、通学路、

道路、鉄道などの空家等の周辺環境について確認 

建 物 の 不 良 度 判 定 

建物の構造の腐朽又は破損の程度（基礎、土台、はり、外

壁、屋根など）などの状態に応じて、点数化して定量的

に評価 

 

 

② 空家等所有者の特定に向けた調査 

空家等対策に取り組むためには、空家等の所有者等に対して、空家等の利活用や適正管

理、特定空家等の状態の改善などを促す必要があります。そのため、空家等実態調査で把

握した空家等について、所有者等の所在、氏名、連絡先等について調査します。なお、所

有者等の特定にあたっては、固定資産税台帳の情報や、登記情報、住民票情報などにより

行います。
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第４章 空家等対策に向けた基本的な施策 
 

 

 

 

１－１ 建物所有者を対象とした早期啓発 

空家等の発生を抑制するためには、居住している時から空家等の問題を認識してい

ただくとともに、相続や今後の住まいの在り方などについて普段から家族で話し合っ

ていただける環境を整えることが重要です。空家等の発生抑制に向け、現在居住中の

町民を対象として、空家等の管理責任や適正管理の必要性、相続などに関する情報を

広報やパンフレット等を通じて発信し、町民の理解促進を図ります。 

 

１－２ 空家等に関する講習会・相談会等の開催 

空家等となった場合のリスクやその備えについて意識を持っていただく機会を増や

すため、専門家と連携した研修会や相談会の開催について検討します。 

 

１－３ 相続に起因する空家化の予防 

空家等の所有者は高齢者が多いため、相続されないまま放置されて相続関係が複雑

化してしまったり、認知症などにより空家等に関する意思決定が困難となるケースが

多くなっており、そのことが長期の空家化を招く要因のひとつとなっています。この

ような事態を防ぐため、相続発生時に速やかに登記手続きをするなどの啓発に努めま

す。また、様々な機会を利用し、専門家と連携した高齢者向けの研修会などを行い、

住まいを適切に引き継いでいくための必要性や意義についての啓発を行います。 

 

１－４ 空家等となった段階での早期対応 

空家等となった後に管理者不在のまま放置されることを防ぐため、水道閉栓や転居

などの届け出の際、ご家族の方に空家等の相談窓口や利活用方法などについて記載し

たパンフレットを配布することにより、空家等となって間もない段階での利活用・適

正管理・除却を促します。  

基本方針１ 空家等の発生抑制 

 

第 4 章 
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■住宅ストックの良質化を支援する町の補助事業 

・金ケ崎町住宅リフォーム事業助成 

・金ケ崎町木造住宅耐震改修工事助成事業補助金 

１－５ 安心して住み続けることができる環境づくり 

住まいとしての性能が不十分であると、住み続けることや住み継ぐことが困難とな

り、新たな空家等が発生する要因のひとつとなっています。このようなことから、住

宅リフォーム助成や木造住宅の耐震診断・改修工事などを対象とした補助を継続し、

住宅ストックの良質化を通して空家等の発生抑制を図ります。 

 

 

 

 

 

１－６ 新たに発生する空家等の情報照会 

地域に空家等が発生した時点で速やかに状況を把握し、問題の改善にあたるため、

地区との協力・連携により、年に 1 回程度、新規空家等の情報照会を実施します。 

 

  



第４章 空家等対策に向けた基本的な施策 

40 

 

 

２－１ 空き家バンクの活用促進 

空き家バンクにおける取引を活性化させるためには、空き家バンクへの登録物件を

増やすことが不可欠となります。しかし本町における空き家バンクの登録件数は少な

く、移住・定住希望者のニーズに十分に応えられていないことが課題となっていま

す。 

空き家バンクが所有者等に周知・認知されていなければ、空き家バンクの登録数は

増えません。また、長らく居住していなかった家を誰かに貸すことへの不安感・抵抗

感などから登録に消極的な所有者等もいます。 

そこで空き家バンクへの登録を促進するため、町の広報やパンフレット等を庁舎ロ

ビー等で配布することで積極的に周知し、空家等の所有者等に登録を促していきま

す。また、地区への情報照会（年に 1 回程度）により、地域に新たに空家等が発生し

た場合には、その建物の所有者等に対して速やかに空き家バンクに関する情報提供や

空き家バンクへの登録について働きかけを行います。空家等となって間もない物件に

ついて、極力時間を開けずに速やかに空き家バンクへと登録を促すことにより、良質

な物件の登録を増やし、マッチング率の拡大を図ります。 

また、移住・定住に関心を寄せている方による空き家バンクの利活用をさらに増や

すには、ニーズに合わせた十分な情報提供が必要です。 

そのため、移住・定住者に事前に知っていただきたい情報（就職、教育、医療、子

育て、暮らし、交通、イベント、移住者の声など）や空家等を活用して移住・定住す

る際に利用可能な各種支援策などをひとつにまとめ、空き家バンク等により情報発信

を行います。 

 

また、空き家バンクに登録された物件の流通促進を図るため、全国の各自治体の空

家等情報を集約している「全国版空き家・空き地バンク」を活用し、より多くの利用

希望者が登録物件を閲覧できるように空き家バンクの物件情報を強化します。 

 

 

基本方針２ 空家等の利活用促進 
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■空家等の活用を支援する町の補助事業 

・空き家利活用事業補助金 

・金ケ崎町木造住宅耐震改修工事助成事業補助金 

・住宅建設資金金利負担軽減補助金 

・金ケ崎町空き店舗活用補助金 

・金ケ崎町若年者移住定住促進家賃補助金 

図４-1 金ケ崎町空き家バンクの流れ 

 

２－２ 空家等の活用に対する支援 

空家等の利活用の促進と本町への移住の促進を図るため、空家等を住宅または地域

交流の活性化等の拠点として活用するために必要となる改修費や木造住宅の耐震改修

にかかる費用、空家等を購入する際の金利負担の補助などを継続します。また、本町

への移住定住を促進するため、空き家バンクを活用する県外からの移住者を対象と

し、住宅の改修に要した経費に対する補助について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、コロナ禍で急速にリモートワークやテレワークが本格化したことで、地方

暮らしへの関心やニーズ、機運が高まっています。このような背景を踏まえ、町外か

らの移住促進を図るため、リモートワークやテレワークの拠点として空家等を活用す

る事業者への支援を検討します。 
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２－３ 中古住宅の流通促進に向けた住宅診断に対する支援 

空家等の中古住宅は、新築時の品質や性能の違いに加え、その後の維持管理や経年

劣化の状況により、建物や設備等の不具合や欠陥など、物件ごとの品質等に差がある

ことから、空家等の購入を検討する消費者にとっては、その性能や品質への不安から

物件の購入を躊躇してしまうことなどが考えられ、このことが空家等の流通を阻害す

る要因となっている可能性があります。 

このようなことから、安全・安心で良質な中古住宅の流通を促進するため、資格を

有した専門家による住宅診断（建物の劣化状況や改修の必要性等に関する診断）費用

の補助について検討します。 

 

２－４ 地域資源としての空家等の利活用の促進 

空家等の利活用は、住宅としての利用だけでなく、地域の課題やニーズに対応する

ために、福祉施設や子育て支援施設、ポケットパーク、雪置き場、防災公園など様々

な用途への転用を検討し、地域コミュニティの形成や防災・防犯、住環境の保全、子

育て支援など、多様化する地域課題の解決に向けた活動拠点として有効活用すること

についてもあわせて検討していきます。 
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３－１ 所有者等への適正管理に向けた意識啓発 

空家等の管理は、空家法第 3 条において「空家等の所有者等は、周辺の生活環境に

悪影響を及ぼさないよう、空家等の適切な管理に努めるものとする。」と規定されて

います。しかしながら、空家等の所有者等が維持管理の必要性を感じていないことが

多く、長期間使用されずに放置された空家等が増加し、周辺の生活環境に悪影響を及

ぼしています。 

空家等が管理不全な状態とならないよう、所有者等による自発的な適正管理を促す

ため、広報やパンフレットなどを利用し、所有者等の管理責任や維持管理の必要性な

どに関する周知・啓発を行います。なお、すでに地元を離れて居住する空家等の所有

者等への働きかけも重要な観点であることから、空家等の適正管理に関する文書を同

封するなどの対応を図り、確実な周知・啓発に努めます。 

また、相談窓口の周知を図り、迅速な初期対応を行うとともに、専門家との連携に

よる出前講座やセミナーの開催などを通じ、空家等の適正管理について所有者等の意

識醸成に努めます。 

 

３－２ 適正管理に向けた支援 

空家等の老朽化を防ぐためには、定期的な維持管理が必要となります。しかし、実

際には高齢の所有者等や居住地が遠隔地の場合には、その負担が大きくなります。 

このような場合であっても、空家等の所有者等が適切に維持管理を行えるよう、民

間事業者などが実施している既存の空家等管理代行サービスを紹介します。 

また、地域に点在する空家等が管理不全な状態にならないよう適切な状態に保つた

め、シルバー人材センター等と連携し、空家等の管理（建物の外壁・屋根・窓等の破

損確認、通気、除草、郵便物の転送など）を実施します。 

 

３－３ ふるさと納税を活用した空家等管理の検討 

長らく故郷を離れて暮らしており、なかなか実家に帰省することが困難な所有者等

に代わって空家等を適切に管理するための仕組みとして、ふるさと納税の新たな返礼

として町内にある寄付者の空家等をシルバー人材センターが管理するサービス（建物

の外壁・屋根・窓等の破損確認、通気、除草、郵便物の転送など）の提供について継

続します。 

  

基本方針３ 空家等の適正管理の促進 
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４－１ 特定空家等に対する法に基づく措置の実施 

空家等は、第一義的には所有者に管理責任がありますが、部材の飛散や倒壊、落

雪、雑草・樹木の繁茂など、現に周囲に悪影響を及ぼしている（又は、予見される）

空家等については、周辺住民への影響が懸念されるため、その影響の度合い等を総合

的に判断し、早急な改善・措置が必要となります。 

 

①  特定空家等の認定 

特定空家等に該当するか否かの判断にあたっては、国土交通省が定める「『特定

空家等に対する措置』に関する適切な実施を図るために必要な指針（ガイドライ

ン）」を参照することとし、公共の利益の確保の観点から、所有者等の対応状況や

近隣住民からの苦情の有無、周辺への悪影響の度合い、危険度の切迫性などについ

て、金ケ崎町空家等対策協議会で総合的に審議した上で、町長が認定することとし

ます。 

 

②  特定空家等に対する措置の実施 

特定空家等に認定された空家等については、空家法第 14 条の各項に定められた

内容に従い、空家等の所有者等に対して法的な措置を講ずることとなります。特定

空家等に関する措置を講ずるに際しては、図 4-２に示す流れで実施します。 

 

  

基本方針４ 危険な空家等の抑制・解消 
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図４-２ 特定空家等に対する措置の流れ 

  

空家等の情報把握 

立入調査（空家法第 9 条） 

【A】助言又は指導 

（空家法第 14 条第 1 項） 

【B】勧 告 

（空家法第 14 条第 2 項） 

【C】命 令 

（空家法第 14 条第 3 項） 

【D】代執行 

（空家法第 14 条第 9 項） 

公 告 

（空家法第 14 条第 10 項） 

【E】略式代執行 

（空家法第 14 条第 10 項） 

所有者等が判明 所有者等が不明 

所有者等調査（空家法第 10 条） 

金ケ崎町空家等対策協議会の審議 

特定空家等の認定 

国が示すガイドラインに基づく特定空家等の判断 

所有者へ 

改善を促す 

該当する 

該当しない 
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【A】助言又は指導（空家法第 14 条第 1 項） 

町長は、特定空家等の所有者等に対し、除却、修繕、立木竹の伐採その他周辺の

生活環境の保全を図り、適切な管理のために必要な措置を講ずるよう助言又は指導

を行います。 

 

【B】勧告（空家法第 14 条第 2 項） 

町長は、助言又は指導をした場合において、なお当該特定空家等の状態が改善さ

れないと認めるときは、当該助言又は指導を受けた者に対し、相当の猶予期限を付

けて、助言又は指導に係る措置を勧告します。 

なお、平成 27 年度の税制改正により、勧告した場合は、その敷地については固

定資産税等の住宅用地特例（一定の減免措置）の対象から除外します。 

 

※参考 固定資産税の住宅用地の特例 

住宅用地の区分 住宅用地区分の範囲 固定資産税相当額 

空き地（更地） 建物が何も無い状態 評価額×70%×1.5% 

小規模住宅用地 
住宅 1 戸につき

200 ㎡までの部分 
評価額×1/6×1.5% 

一般住宅用地 
住宅 1 戸につき

200 ㎡を超えた部分 
評価額×1/3×1.5% 

 

【C】命令（空家法第 14 条第 3 項） 

町長は、勧告を受けた者が正当な理由がなくてその勧告に係る措置をとらなかっ

た場合において、特に必要があると認めるときは、その者に対し、相当の猶予期限

を付けて、勧告に係る措置をとることを命令します。 

なお、この場合、命令を受けた者に対し、通知書を交付し、意見書及び自己に有

利な証拠を提出する機会を与えます。また、通知書を交付された者に対し、公開に

よる意見聴取の機会を設けます。 
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【D】代執行（空家法第 14 条第 9 項） 

町長は、必要な措置を命じた場合において、その措置を命ぜられた者が措置を履

行しないとき、履行しても十分でないとき、又は履行しても期限までに完了する見

込みがないときは、行政代執行法の定めるところに従い代執行を行います。なお、

代執行に要した一切の費用は、義務者から徴収します。 

 

【E】略式代執行（空家法第 14 条第 10 項） 

町長は、必要な措置を命じようとする場合において、過失がなく措置を命ぜられ

るべき者を確知することができないときは、本来その者の負担により実施すべき措

置を、町長が自ら実施するか、又は、命じた者もしくは委任した者に行わせること

ができます。なお、代執行に要した一切の費用は、後に義務者が判明した際には、

その者から徴収します。 
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４－２ 関連法令による対応 

危険な状態にあり、緊急的な対応が必要な空家等に対しては、空家法に基づいて対

応するほか、関連法令を法的根拠として状況の改善にあたります。 

 

民法（第 697 条、第 698 条） 

【事務管理（第 697 条）】 

○法律上の義務がない者が、他人のために他人の事務の管理を行うことが可能。 

○第 702 条第１項の規定により、所有者に対して償還請求を行うことができる。 

【緊急事務管理（第 698 条）】 

○管理者は、本人の身体、名誉又は財産に対する急迫の危害を免れさせるために事務

管理をしたときは、悪意又は重大な過失があるのでなければ、これによって生じた損

害を賠償する責任を負わない」と規定している。 

災害対策基本法(第 64 条) 

○災害が発生し又はまさに発生しようとしている場合であり、かつ、応急措置を実施

するため緊急の必要があると市町村長が認めた場合、災害を受けた工作物又は物件

で、当該応急措置の実施の支障となるものの除去、その他必要な措置をとることが

できる。 

消防法（第３条） 

○火災の予防上危険な場合等について、改修・移転・除去等を命令できる。 

○措置を講じないとき等は代執行できる。 

道路法（第 44 条） 

○交通に危険を及ぼすおそれがあると認められる沿道区域内の工作物等に対し、危険

を防止するため必要な措置を命令できる。措置を講じないときは代執行できる。 

建築基準法（第９条、第 10 条） 

○違反建築物については、除却・移転・改築、使用禁止・制限等を命令できる。（法

第９条第１項） 

○劇場、映画館等の特殊建築物や一定規模以上の事務所等であって、放置すれば著し

く保安上危険となるおそれがある既存不適格建築物等について、除却・移転・改築

等を勧告できる。勧告に従わない場合、命令できる。（法第１０条第１項、２項） 

○著しく保安上危険であり、または著しく有害な既存不適確建築物等については、用

途・規模によらず、除却・移転・改築等を命令できる。（法第１０条第３項） 

○いずれも、措置を講じないとき等は代執行できる。（法第９条第 12 項、法第１０条

第４項） 
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４－３ 条例に基づく措置 

危険な状態にあり、周辺の建築物や通行人等に悪影響を及ぼす可能性がある空家等

については、基本的に空家法の規定に則し、特定空家等に認定した上で所有者等に対

して必要な措置をとるよう助言・指導をします。 

ただし、危険な状態にあり、そのまま放置すると町民等の生命や財産に被害を及ぼ

すおそれがあり、緊急に措置を行う必要がある空家等については、条例第 9 条の規定

に基づき、必要最小限度の措置をとります。 

 

 

 

  

 

■条例第９条（応急措置） 

１ 町長は、空家等が町民の生命、身体又は財産に損害を与え、若しくは与えるおそ

れがあると認められる場合であって、かつ、これらの保護のために緊急に措置を

行う必要があると認められるときは、その損害を予防し、若しくはその拡大を防

ぐために必要な最小限度の措置を自ら行い、又は委任した者に行わせることがで

きる。 

２ 町長は、前項の措置を行ったときは、当該空家等の所在地及び当該措置の内容を

当該空家等の所有者等に通知をするものとする。ただし、当該通知を受けるべき

所有者等又はその連絡先を確知することができない場合にあっては、その内容を

告示することをもってこれに代えることができるものとし、当該告示の日から 14

日を経過したときに当該通知の交付があったものとみなす。 

３ 町長は、第１項の措置を行ったときは、当該措置に係る空家等の所有者等から当

該措置に要した費用を徴収することができる。 
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■金融機関と連携した空家等の解体等に対する支援 

・いわぎん空き家活用・解体ローン 

 

■金融機関と連携した空家等の解体等に対する支援 

・空き家除却補助金 

 

４－４ 危険な空家等に対する対応 

空家法に定義される特定空家等には該当しないものの、適切な管理が行われておら

ず、将来的に周辺への影響が懸念される空家等については、所有者等による問題改善

や除却を促すため、地区と連携し、訪問や電話、文書の送付、除却補助金に関する情

報提供などによる所有者等への働きかけを行います。 

 

４－５ 空家等の解体に向けた支援 

空家等の所有者等による自発的な空家等の解体、解体後の跡地活用を支援するた

め、解体等に必要となる資金を提携金融機関から低金利で借り入れることのできるロ

ーンを継続します。 

 

 

 

 

このほか、老朽化して倒壊などのおそれのある空家等の除却を促進することで地域

の生活環境の向上を図るため、危険な空家等の除却を行う所有者等に対しては、国土

交通省の社会資本整備総合交付金（空き家再生等推進事業）、空き家対策総合支援事業

を活用した空家等の除却に関する支援を継続します。 

 

 

 

 

また、住宅を取り壊して更地にすると、住宅用地特例による土地の固定資産税の軽

減が適用されなくなります。そのため、税金が高くなることを懸念して空家等の解体

に踏み切れず、危険な空家等が放置される要因のひとつとなっています。 

このような問題を解決するため、空家等を解体した際に一定期間、解体前の水準ま

で税額を減免する制度について検討します。 
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４－６ 所有者等が不明な空家等への対応 

行方不明や相続放棄などにより所有者や相続人が不在となってしまうと、空家等の

問題が一向に解決せず、管理不全な状態が続いてしまいます。そのため、このような

空家等には、不在者財産管理人や相続財産管理人が財産管理を行う財産管理人制度※4

や、一定の要件を満たした行方不明者を死亡したものとみなす失踪宣告制度※5 の活用

について検討します。 

 

用語の説明 

※4 財産管理人制度 

所有者や相続人が不在の場合に財産の売却や保存を財産管理人に任せる制度。利害

関係を有する第三者が家庭裁判所に申し立て、財産管理人（司法書士、弁護士など）

が選任される。「不在者財産管理人制度」は行方不明などにより財産の所有者や相続人

が不在となっている場合、「相続財産管理人制度」は相続放棄などにより相続人が不在

の場合。 

 

※5 失踪宣告制度 

生死が一定期間不明となっている者に対し、法律上死亡したものとみなし、生死不

明による相続問題の状況を解消するための制度。利害関係を有する第三者が裁判所に

申し立てを行う。 

 

４－７ 自然災害に関する空家等の被害防止への対応 

雪害、地震、風水害、土砂災害等の各種災害によって、空家等の倒壊等により、通

行人や周辺住民、近隣の建築物等に重大な被害を及ぼしている、あるいは被害を及ぼ

すことが明らかな空家等については、緊急的または予防的な除却に取り組みます。 
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第 5 章 空家等対策の成果指標及び数値目標 
 

空家等対策を進めるにあたり、取組みの達成状況を確認できるよう、取組みの柱と

した４つの基本方針ごとに次の通り「成果指標」と「目標値」を設定します。 

 

 

 成 果 指 標 
目標値（累計） 

（2022～2026 年度） 

基本方針１ 

（発生抑制） 

専門機関と連携した勉強会や相談会の 

開催回数 

5 回 

（1 回/年） 

新たな空家等の把握に向けた地域への 

照会回数 

5 回 

（1 回/年） 

基本方針２ 

（利活用促進） 
空き家バンクの登録件数 

15 件 

（3 件/年） 

空家等利活用事業補助金の補助件数 
10 件 

（2 件/年） 

基本方針３ 

（適正管理） 
空家等の適正管理文書の発送回数 

5 回 

（1 回/年） 

シルバー人材センター等による空家等管理

代行の利用件数 

10 件 

（2 件/年） 

基本方針４ 

（危険な空家等

の抑制・解消） 

町の補助金を活用した危険な空家等の 

除却件数 

25 件 

（5 件/年） 
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■空家等対策の推進に関する特別措置法（平成二十六年法律第百二十七号）  

  

（目的）  

第１条 この法律は、適切な管理が行われていない空家等が防災、衛生、景観等の地域住民

の生活環境に深刻な影響を及ぼしていることに鑑み、地域住民の生命、身体又は財産を

保護するとともに、その生活環境の保全を図り、あわせて空家等の活用を促進するため、

空家等に関する施策に関し、国による基本指針の策定、市町村（特別区を含む。第１０

条第２項を除き、以下同じ。）による空家等対策計画の作成その他の空家等に関する施策

を推進するために必要な事項を定めることにより、空家等に関する施策を総合的かつ計

画的に推進し、もって公共の福祉の増進と地域の振興に寄与することを目的とする。  

（定義）  

第２条 この法律において「空家等」とは、建築物又はこれに附属する工作物であって居住

その他の使用がなされていないことが常態であるもの及びその敷地（立木その他の土地

に定着する物を含む。）をいう。ただし、国又は地方公共団体が所有し、又は管理するも

のを除く。  

２ この法律において「特定空家等」とは、そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険と

なるおそれのある状態又は著しく衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行

われていないことにより著しく景観を損なっている状態その他周辺の生活環境の保全

を図るために放置することが不適切である状態にあると認められる空家等をいう。  

（空家等の所有者等の責務）  

第３条 空家等の所有者又は管理者（以下「所有者等」という。）は、周辺の生活環境に悪影

響を及ぼさないよう、空家等の適切な管理に努めるものとする。  

（市町村の責務）  

第４条 市町村は、第６条第１項に規定する空家等対策計画の作成及びこれに基づく空家等

に関する対策の実施その他の空家等に関する必要な措置を適切に講ずるよう努めるも

のとする。  

（基本指針）  

第５条 国土交通大臣及び総務大臣は、空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施する

ための基本的な指針（以下「基本指針」という。）を定めるものとする。  

２ 基本指針においては、次に掲げる事項を定めるものとする。  

 (1) 空家等に関する施策の実施に関する基本的な事項  

 (2) 次条第１項に規定する空家等対策計画に関する事項  

 (3) その他空家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項  
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３ 国土交通大臣及び総務大臣は、基本指針を定め、又はこれを変更しようとするときは、

あらかじめ、関係行政機関の長に協議するものとする。  

４ 国土交通大臣及び総務大臣は、基本指針を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、

これを公表しなければならない。  

（空家等対策計画）  

第６条 市町村は、その区域内で空家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施するため、

基本指針に即して、空家等に関する対策についての計画（以下「空家等対策計画」とい

う。）を定めることができる。  

２ 空家等対策計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。  

(1) 空家等に関する対策の対象とする地区及び対象とする空家等の種類その他の空家等

に関する対策に関する基本的な方針 

(2) 計画期間  

(3) 空家等の調査に関する事項  

(4) 所有者等による空家等の適切な管理の促進に関する事項  

(5) 空家等及び除却した空家等に係る跡地（以下「空家等の跡地」という。）の活用の促

進に関する事項  

(6) 特定空家等に対する措置（第１４条第１項の規定による助言若しくは指導、同条 第

２項の規定による勧告、同条第３項の規定による命令又は同条第９項若しくは第１

０項の規定による代執行をいう。以下同じ。）その他の特定空家等への対処に関する

事項  

(7) 住民等からの空家等に関する相談への対応に関する事項  

(8) 空家等に関する対策の実施体制に関する事項  

(9) その他空家等に関する対策の実施に関し必要な事項  

３ 市町村は、空家等対策計画を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公表

しなければならない。  

４ 市町村は、都道府県知事に対し、空家等対策計画の作成及び変更並びに実施に関し、情

報の提供、技術的な助言その他必要な援助を求めることができる。  

（協議会）  

第７条 市町村は、空家等対策計画の作成及び変更並びに実施に関する協議を行うための協

議会（以下この条において「協議会」という。）を組織することができる。  

２ 協議会は、市町村長（特別区の区長を含む。以下同じ。）のほか、地域住民、市町村の議

会の議員、法務、不動産、建築、福祉、文化等に関する学識経験者その他の市町村長が

必要と認める者をもって構成する。  

３ 前２項に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。  
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（都道府県による援助）  

   第８条 都道府県知事は、空家等対策計画の作成及び変更並びに実施その他空家等に関

しこの法律に基づき市町村が講ずる措置について、当該市町村に対する情報の提供及び技 

術的な助言、市町村相互間の連絡調整その他必要な援助を行うよう努めなければならな 

い。  

（立入調査等）  

第９条 市町村長は、当該市町村の区域内にある空家等の所在及び当該空家等の所有者等を

把握するための調査その他空家等に関しこの法律の施行のために必要な調査を行うこ

とができる。  

２ 市町村長は、第１４条第１項から第３項までの規定の施行に必要な限度において、当該

職員又はその委任した者に、空家等と認められる場所に立ち入って調査をさせることが

できる。  

３ 市町村長は、前項の規定により当該職員又はその委任した者を空家等と認められる場所

に立ち入らせようとするときは、その５日前までに、当該空家等の所有者等にその旨を

通知しなければならない。ただし、当該所有者等に対し通知することが困難であるとき

は、この限りでない。  

４ 第２項の規定により空家等と認められる場所に立ち入ろうとする者は、その身分を示す

証明書を携帯し、関係者の請求があったときは、これを提示しなければならない。  

５ 第２項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈しては

ならない。  

（空家等の所有者等に関する情報の利用等）  

第１０条 市町村長は、固定資産税の課税その他の事務のために利用する目的で保有する情

報であって氏名その他の空家等の所有者等に関するものについては、この法律の施行の

ために必要な限度において、その保有に当たって特定された利用の目的以外の目的のた

めに内部で利用することができる。  

２ 都知事は、固定資産税の課税その他の事務で市町村が処理するものとされているものの

うち特別区の存する区域においては都が処理するものとされているもののために利用

する目的で都が保有する情報であって、特別区の区域内にある空家等の所有者等に関す

るものについて、当該特別区の区長から提供を求められたときは、この法律の施行のた

めに必要な限度において、速やかに当該情報の提供を行うものとする。  

３ 前項に定めるもののほか、市町村長は、この法律の施行のために必要があるときは、関

係する地方公共団体の長その他の者に対して、空家等の所有者等の把握に関し必要な情

報の提供を求めることができる。  
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（空家等に関するデータベースの整備等）  

第１１条 市町村は、空家等（建築物を販売し、又は賃貸する事業を行う者が販売し、又は

賃貸するために所有し、又は管理するもの（周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう

適切に管理されているものに限る。）を除く。以下第１３条までにおいて同じ。）に関す

るデータベースの整備その他空家等に関する正確な情報を把握するために必要な措置

を講ずるよう努めるものとする。  

（所有者等による空家等の適切な管理の促進）  

第１２条 市町村は、所有者等による空家等の適切な管理を促進するため、これらの者に対

し、情報の提供、助言その他必要な援助を行うよう努めるものとする。  

（空家等及び空家等の跡地の活用等）  

第１３条 市町村は、空家等及び空家等の跡地（土地を販売し、又は賃貸する事業を行う者

が販売し、又は賃貸するために所有し、又は管理するものを除く。）に関する情報の提供

その他これらの活用のために必要な対策を講ずるよう努めるものとする。  

（特定空家等に対する措置）  

第１４条 市町村長は、特定空家等の所有者等に対し、当該特定空家等に関し、除却、修繕、

立木竹の伐採その他周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置（そのまま放置すれ

ば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく衛生上有害となるおそ

れのある状態にない特定空家等については、建築物の除却を除く。次項において同じ。）

をとるよう助言又は指導をすることができる。  

２ 市町村長は、前項の規定による助言又は指導をした場合において、なお当該特定空家等

の状態が改善されないと認めるときは、当該助言又は指導を受けた者に対し、相当の猶

予期限を付けて、除却、修繕、立木竹の伐採その他周辺の生活環境の保全を図るために

必要な措置をとることを勧告することができる。  

３ 市町村長は、前項の規定による勧告を受けた者が正当な理由がなくてその勧告に係る措

置をとらなかった場合において、特に必要があると認めるときは、その者に対し、相当

の猶予期限を付けて、その勧告に係る措置をとることを命ずることができる。  

４ 市町村長は、前項の措置を命じようとする場合においては、あらかじめ、その措置を命

じようとする者に対し、その命じようとする措置及びその事由並びに意見書の提出先及

び提出期限を記載した通知書を交付して、その措置を命じようとする者又はその代理人

に意見書及び自己に有利な証拠を提出する機会を与えなければならない。  

５ 前項の通知書の交付を受けた者は、その交付を受けた日から５日以内に、市町村長に対

し、意見書の提出に代えて公開による意見の聴取を行うことを請求することができる。  

６ 市町村長は、前項の規定による意見の聴取の請求があった場合においては、第３項の措

置を命じようとする者又はその代理人の出頭を求めて、公開による意見の聴取を行わな

ければならない。  
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７ 市町村長は、前項の規定による意見の聴取を行う場合においては、第３項の規定によっ

て命じようとする措置並びに意見の聴取の期日及び場所を、期日の３日前までに、前項

に規定する者に通知するとともに、これを公告しなければならない。  

８ 第６項に規定する者は、意見の聴取に際して、証人を出席させ、かつ、自己に有利な証

拠を提出することができる。  

９ 市町村長は、第３項の規定により必要な措置を命じた場合において、その措置を命ぜら

れた者がその措置を履行しないとき、履行しても十分でないとき又は履行しても同項の

期限までに完了する見込みがないときは、行政代執行法（昭和２３年法律第４３号）の

定めるところに従い、自ら義務者のなすべき行為をし、又は第三者をしてこれをさせる

ことができる。  

１０ 第３項の規定により必要な措置を命じようとする場合において、過失がなくてその措

置を命ぜられるべき者を確知することができないとき（過失がなくて第１項の助言若し

くは指導又は第２項の勧告が行われるべき者を確知することができないため第３項に

定める手続により命令を行うことができないときを含む。）は、市町村長は、その者の負

担において、その措置を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者に行わせるこ

とができる。この場合においては、相当の期限を定めて、その措置を行うべき旨及びそ

の期限までにその措置を行わないときは、市町村長又はその命じた者若しくは委任した

者がその措置を行うべき旨をあらかじめ公告しなければならない。  

１１ 市町村長は、第３項の規定による命令をした場合においては、標識の設置その他国土

交通省令・総務省令で定める方法により、その旨を公示しなければならない。  

１２ 前項の標識は、第３項の規定による命令に係る特定空家等に設置することができる。

この場合においては、当該特定空家等の所有者等は、当該標識の設置を拒み、又は妨げ

てはならない。  

１３ 第３項の規定による命令については、行政手続法（平成５年法律第８８号）第３章（第

１２条及び第１４条を除く。）の規定は、適用しない。  

１４ 国土交通大臣及び総務大臣は、特定空家等に対する措置に関し、その適切な実施を図

るために必要な指針を定めることができる。  

１５ 前各項に定めるもののほか、特定空家等に対する措置に関し必要な事項は、国土交通

省令・総務省令で定める。  

（財政上の措置及び税制上の措置等）  

第１５条 国及び都道府県は、市町村が行う空家等対策計画に基づく空家等に関する対策の

適切かつ円滑な実施に資するため、空家等に関する対策の実施に要する費用に対する補

助、地方交付税制度の拡充その他の必要な財政上の措置を講ずるものとする。  

２ 国及び地方公共団体は、前項に定めるもののほか、市町村が行う空家等対策計画に基づ

く空家等に関する対策の適切かつ円滑な実施に資するため、必要な税制上の措置その他

の措置を講ずるものとする。  
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（過料）  

第１６条 第１４条第３項の規定による市町村長の命令に違反した者は、５０万円以下の過

料に処する。  

２ 第９条第２項の規定による立入調査を拒み、妨げ、又は忌避した者は、２０万円以下の

過料に処する。  

   附 則  

（施行期日）  

１ この法律は、公布の日から起算して３月を超えない範囲内において政令で定める日【平

成２７年政令第５０号により平成２７年２月２６日】から施行する。ただし、第９条第

２項から第５項まで、第１４条及び第１６条の規定は、公布の日から起算して６月を超

えない範囲内において政令で定める日【平成２７年政令第５０号により平成２７年５月

２６日】から施行する。  

（検討）  

２ 政府は、この法律の施行後５年を経過した場合において、この法律の施行の状況を勘案

し、必要があると認めるときは、この法律の規定について検討を加え、その結果に基づ

いて所要の措置を講ずるものとする。 
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金ケ崎町空家等対策協議会 委員名簿  

 分 野 所 属 役 職 氏 名 適 用 

1 法務 高橋良一法務行政書士事務所 
行政 

書士 
高 橋  良 一  

2 法務 盛岡地方法務局水沢支局 
統括 

登記官 
繁 泉  修  

3 建築 金ケ崎建築設計舎 代表 菊 地  建  

4 建設 金ケ崎町建設業協会 会長 板 宮  一 善  

5 防災 
奥州金ケ崎行政事務組合 

水沢消防署金ケ崎分署 
分署長 鈴 木  巧  

6 福祉 
金ケ崎町民生委員児童委員 

協議会 
会長 高 橋  太 市  

7 地域 街地区自治会連合会 会長 及 川  隆 義  

8 地域 自治会長連絡協議会 副会長 山 口  秀 雄  

9 その他 
一般社団法人 

金ケ崎町シルバー人材センター 
理事長 髙 橋  文 人  

10 行政 金ケ崎町 副町長 
小 野 寺  正 徳 

鈴 木  浩 之 

～R3.12.1 

R3.12.2～ 
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